
今月のゆりさん 2 月 

 
スタイリング剤って 

 
どう選べばいいの？ 

 

使用するタイミングで選びます。 
水・油・アルコール系の３種類となりますｗ 
スタイリング剤は、水溶性、油性、アルコール系の 3 種類に分類

されます。それぞれ、使用するタイミングが違うので、上手に使

い分けてましょう。 

 

水系→髪が濡れているとき 

下地づくりに使います！ 
ブロードライの前に使用します。 

ムースやフォームなどの、水溶性のスタイリング剤は、髪が濡れ

ていて、ドライヤーで乾かす前に使用します。ドライヤーや、ア

イロンなどの熱から髪を守ったり、櫛通りの良さを促したり、必

要な成分が多く含まれてきます。 

 髪が乾くことで、ヘアスタイルはキマリマス。逆に中途半端に

湿っていると、毛流などの影響を受けやすくなり、つむじが割れ

やすい、寝癖がつく、そんな方は完全乾燥させてください。翌朝

のスタイリングの手間が減ってきます。 

 



油系→髪が乾いるとき 

質感のコントロールに使います！ 
ブロードライ終了後使用します。 

ヘアクリームやヘアオイルなど、油溶性のスタイリング剤は、髪

が乾いているとき使用します。ブローや、アイロンなどでカール

がついた髪の毛へ、毛束感を出したり、髪の表面に艶を出したり

するのが目的です。 

効きすぎたカール感などは、油溶性のスタイリング剤で上手に

なじませます。このタイミングで、水溶性のものを使用すると、

カールが台無しになってしまいます。 

 

アルコール系→形を固定するときに使います！ 
仕上げに使用します。 

スプレーやミストなど、アルコールが溶剤に使用されているスタ

イリング剤は、ヘアスタイルをキープするのに使用します。髪に

スプレーをすると、アルコールが揮発しながら、髪の表面に付着

させたポリマーが、ヘアスタイルを固定させます。束感を出した

り、空気感を表現するにはソフトタイプの、しっかり固めたいと

きにはハードタイプのスプレーやミストを選択します。 

 

お休みの予定 

 

営業時間 8:30～17：00 

電話予約 0120-44-5182 0285-44-5182  

公式ＬＩＮＥ問い合わせ 

こちら→ 



 

スタイリング剤のトリセツ 
 

濡れた髪には 

 
水溶性のスタイリング剤！ 

ブローの前に使用します。 

 

乾いた髪には 

 
油溶性のスタイリング剤 

髪の質感、束感のコントロール 

 

 



 

 
 

仕上げは 

 
アルコール系スタイリング剤 

セット力が肝 

 

厳選アイテム 5 種類です 

 
お出かけ前に 

ばっちりキマリマスヽ（;▽;）ノ 

 

 


